
新型コロナウイルスの感染拡大・蔓延により、研究環境は大きく変わりました。依然として新たな
変異株が出現し、研究の推進に影響が出続けています。
本セミナーでは、令和3年6月に実施した『危機の時代の変化に対応した研究環境の整備および国際
共同研究の維持・推進に関するアンケート』の結果や、本学の対応状況を紹介するとともに、個別
の工夫や好事例の共有を図り、今後の対策を検討します。

2022年1月24日(月) 15:00～16:45

お問い合わせ
URAオフィス 研究機構棟２階 229
TEL : 048-714-2068(内線3595)
E-mail : rao@gr.saitama-u.ac.jp
HP : http://ura.saitama-u.ac.jp

～埼玉大学発展・変革ビジョン～

危機の時代の変化に対応した研究環境の整備および
国際共同研究の維持・推進に関するセミナー

15:00 開会

15:00～15:05 オープニング
重原孝臣理事

15:05～15:20 アンケート結果紹介
玉井克幸主任URA（URAオフィス）

15:20～15:30 対策実施状況紹介 「埼玉大学の教育研究を支えるICT」
伊藤和人副学長（情報担当）

15:30～15:55 事例紹介① 「オンライン国際学会のいち実行委員として経験したこと」
前田慎市 准教授（理工学研究科）

15:55～16:00 Q&A

16:00～16:25 事例紹介② 「SpatialChatによるオンライン交流の進め方」
宮﨑雅人 教授（人文社会科学研究科）
※SpatialChatの実演を行います。

16:25～16:30 Q&A

16:30～16:40 意見交換

16:40～16:45 クロージング
重原孝臣理事

オンライン（Zoom）

参加登録
https://bit.ly/3Ehiwen


